
新型コロナウイルス（COVID-19）が人間社会

に登場してから約１年半が経過しました。日本に

おける今までの感染者は約１７０万人、死者は約

１万８千人にのぼっています。この状況に対応す

るため厚生労働省では感染者の情報を把握管

理する仕組み（HER-SYS）を整備して治療・療養

の支援を行っています。 

 

左の表は、そのシステムで収集された情報を

もとに、感染すると重症化するとみられる要因別

の死亡率をまとめたものです。重症化リスクを一

つも持っていなくて死亡する人は 0.41%だったそ

うです。だから、たとえば喫煙習慣がある人の

0.99％は、その２倍以上もあり死亡率は２倍高い

と言えます。 

 

そして、注目すべきは死亡率が１０％を超え

ている慢性
まんせい

閉塞性
へいそくせい

肺
はい

疾患
しっかん

（COPD）です。肺が

慢性的に炎症をおこし呼吸機能が低下している

病気ですが、じつはその原因のほとんどが喫煙

なのです。左図にあるようにCOPD患者

の９０％は喫煙歴があると言われていま

す。つまり、タバコを吸っていると新型コ

ロナウイルスに感染した場合の死亡率

がかなり高い訳です。 

 

“With コロナ”と言われる現代で生活

するには、ますますタバコに手を出すべ

きではなくなっています。言い換えれば

これからは“Without タバコ”時代だと思

いませんか。 
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読売新聞オンラインニュース医療・健康サイトから 

COPD-jp.comサイトから 

重症化リスクが
一つもない人の
死亡率は 0.41% 


